
企
業
の
責
任
放

棄
で
は

今
般
の
会
社
提
案｢

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ラ
ン
ス
プ
ラ
ン｣

以
下(

Ｃ
Ｂ
Ｐ)

は
企

業
年
金
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｂ

Ｐ
は
従
来
の
年
金
額
を
大
幅
に
後
退

さ
せ
、
私
た
ち
の
定
年
後
の
生
活
を

脅
か
す
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

企
業
年
金
と
は
言
え
、
日
立
の
場

合
は
退
職
金
部
分
の
年
金
化
で
す
。

た
と
え
年
金
制
度
維
持
の
た
め
で
あ
っ

て
も
、
大
幅
な
減
額
は
私
た
ち
の
退

職
後
の
生
活
保
障
を
崩
す
、
大
変
き

び
し
い
提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｐ
提
案
は
企
業
の
責
任
放
棄

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
額
二
三
五
万

七
六
四
〇
円
の

減
額

現
行
制
度
と
提
案
制
度
の

比
較(

表
参
照)

新
制
度
は｢
こ

れ
ま
で
の
不
足

分
を
抱
え
た
ス

タ
ー
ト

新
制
度
は
３
５
０
０
億
円
と
も
言

わ
れ
る
不
足
分
を
抱
え
た
ま
ま
の
発

足
と
な
り
、
健
全
な
財
政
で
の
ス
タ
ー

ト
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

会
社
説
明
で
も
、
将
来
再
改
正
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
否
定
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

年
金
生
活
者
や

早
期
退
職
者
の

方
に
も
適
用
？

労
働
組
合
の
見
解
で
は
、
す
で
に

年
金
生
活
に
入
っ
て
い
る
方
に
つ
い

て
も
、
新
制
度
の
趣
旨
や
年
金
生
活

者
の
実
情
も
考
慮
し
な
が
ら
、
十
分

時
間
を
か
け
て
論
議
す
る
と
し
受
給

者
へ
の
適
用
に
も
含
み
を
も
た
せ
て

い
ま
す
。

先
日
の
会
社
説
明
で
も
「
早
期
退

職
を
選
択
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
・
・
・
」

と
含
み
を
も
た
せ
た
説
明
で
し
た
。
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定年後の生活を脅かす会社(案）

新年金制度導入を提案

現行制度利率：固定4.5％で運用 減額総額は
第1加算年金 4万8,212円 第1年金( 48,212-40,509) ×12ヶ月
第2加算年金 3万4,370円 ×20年=184万8,720円
第3加算年金 7万7,823円

合計 16万 405円 第2年金(112,193-103,711)×12ヶ月
新制度1.5～5.0％で運用 ×5年= 50万9,920円

2.5％運用例 総額で235万7,640円の減額
第1年金 7万 509円
第2年金 10万3,711円 (モデル 監督指導職60歳40年勤続)

合計 14万4,220円
(現行代行返上に伴うα分含む)

こ
れ
で
い
い
の
？

パ
ー
ト
の
働
き
か
た

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
、
正
規
従
業
員
よ
り
短

時
間
働
く
と
い
う
契
約
で
雇
用
さ
れ
、
契
約
は

例
え
ば(

１
日
６
時
間)

と
か
定
ま
っ
た
労
働
時

間
で
雇
用
契
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
仕
事
量

が
一
定
で
な
く
て
も
、
６
時
間
働
く
と
い
う
の

が
、
契
約
の
趣
旨
に
沿
っ
た
働
き
方
で
す
。

と
こ
ろ
が
小
田
原
Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
組
立
職
場
で
は
、、、、、、

１
月
〜
３
月
は
週
２
日
〜
３
日
働
い
て
下
さ
い

と
就
労
制
限
、
し
か
し
４
月
か
ら
は
毎
日
７
時

間
働
い
て
下
さ
い
と
の
事
、
こ
の
極
端
な
働
か

せ
方
に
皆
さ
ん
あ
き
れ
て
い
ま
す
。

企業年金にも税金

私は昨年定年退職し、今年３月に確定申告を行いました。
退職金は企業年金を選択したので、これから５年間は２ヶ
月ごとに約４０万円が振り込まれるのですが、毎回約３万
円が源泉徴収として差し引かれます。市・県民税も所得税
に応じて決まります。今後企業年金運用利率が引き下げら
れると納税額との比較でも大変な損失となります。労組は
納税額と予定利率との比較も検討してほしいですね。
（定年退職者）



調
査
結
果
か
ら
は
、
学
歴
、
男

女
で
の
格
差
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
職
種
別
で
は｢

監
督

指
導
職
」
以
外
の
技
能
職
と
事
務

職
が
各
年
齢･

学
歴･

男
女
と
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
実
態
は
現
在
ま
で
の

賃
金
制
度
や
春
闘
の
結
果
の
あ
ら

わ
れ
で
す
。

こ
れ
を
職
種
で
く
く
る
と
す
れ

ば
、
職
種
間
賃
金
格
差
は
縮
ま
ら

ず
、
中
高
年
の
賃
金
頭
打
ち
は
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
な
ら
ざ
る
得
ま
せ
ん
。

今
な
ぜ｢

職
種
別
賃
金
」
な
の

か
、
日
立
の
職
場
で
は
ほ
と
ん
ど

議
論
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

職
種
別
賃
金
が
、
組
合
員
の
生

活
を
守
る
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
、

調
査
結
果
を
も
と
に
大
い
に
議
論

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲

神
社
の
境
内
か

ら
「
ホ
ー
ホ
ー
、
ホ
ー

ホ
ー
」
と
、
ア
オ
バ

ズ
ク
の
鳴
き
声
が
聞

か
れ
る
頃
に
な
り
ま

し
た
。
ハ
ト
よ
り
も
大
き
く
カ

ラ
ス
よ
り
小
さ
い
フ
ク
ロ
ウ
の

仲
間
、
杜
の
樹
葉
の
中
、
愛
く

る
し
い
目
が
特
徴
で
す

▲
今
年
は
事
業
所
構
内
の
桜
、

枝
が
と
り
は
ら
わ
れ
て
丸
坊
主
、

花
に
時
期
が
き
て
も
無
残
な
姿

で
と
て
も
残
念
で
し
た
。
大
群

の
ム
ク
ド
リ
の
ね
じ
ろ
と
な
り
、

フ
ン
害
対
策
上
苦
肉
の
策
と
か

▲
そ
う
い
え
ば
Ｂ
Ｃ
棟
が
立
ち

上
が
る
前
、
北
側
は
一
面
原
っ

ぱ
で
し
た
、
春
先
ヒ
バ
リ
が
天

高
く
さ
え
ず
り
急
降
下
、
落
下

地
点
に
行
っ
て
み
る
と
ヒ
バ
リ

の
た
ま
ご
が
あ
り
ま
し
た
▲
ま

た
夕
や
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー

ル
を
蹴
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
、

蹴
り
上
げ
た
ボ
ー
ル
に
黒
い
物

体
が
ス
ー
と
よ
っ
て
き
ま
す
、

正
体
は
コ
ウ
モ
リ
で
し
た
。(

コ

ウ
モ
リ
は
鳥
？
）
▲
会
社
の
帰

り
時
々
立
ち
寄
る
ヤ
キ
ト
リ
屋

の
軒
先
に
、
今
年
も
ツ
バ
メ
が

や
っ
て
来
て
ヒ
ナ
た
ち
が
か
し

ま
し
く
餌
を
ね
だ
っ
て
い
ま
す

▲
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
も
終
り
、

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
、
読

者
の
み
な
さ
ん
、
お
身
体
を
大

切
に
。
５
月
号
遅
れ
て
の
発
行

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

電機連合｢職種別賃金」に向けて
２００２年度賃金実態調査結果を公表

「ＩＢＭの社員として認めよ｣
同意のない転籍に社員２４人が提訴

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
に
転
籍
さ
せ
ら

れ
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
員
２
４

人(

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

の
組
合
員)

が
、｢

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
員
」
で
あ
る
と
の
労
働
契
約

上
の
地
位
の
確
認
を
求
め
て
横

浜
地
裁
に
提
訴
し
た
。

原
告
側
は｢

事
実
上
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ

部
門
の
営
業
譲
渡
で
あ
る
の
に
、

転
籍
に
本
人
の
同
意
を
必
要
と

し
あ
な
い
会
社
分
割
法
を
利
用

し
た
」
脱
法
行
為
だ
と
し
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
出
身
者
の
賃
金･

労
働
条
件

が
日
立
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ

ら
れ
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
労

働
契
約
承
継
の
効
力
を
生
じ
て

い
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

25才 30才 35才 40才 45才 50才 55才
製品組立職 198,754 231,871 254,489 284,744 293,777 315,126 331,251
装置操作職 197,897 226,948 254,304 277,094 288,803 308,195 321,461
機械・加工職 199,949 232,448 262,203 291,224 306,589 323,739 337,519
感得指導職 213,586 251,070 290,840 324,144 344,457 365,238 383,692
企画職 228,333 265,892 321,777 347,998 365,428
事務職 194,137 221,328 249,472 271,819 291,186
営業職 226,624 274,745 335,127 359,251 375,234
ＳＥ職 229,495 278,590 339,713 372,518 383,518
研究職 229.826 291,621 350,910 383,061 397,395
開発・設計職 227,527 276,768 335,269 368,760 379,737

※2002年度職種別賃金実態調査・職種別年齢別平均賃金

25才 30才 35才 40才 45才 50才 55才
高卒・製品組立男200,237 236,994 265,791 288,784 302,984 322,310 330,588

女193,115 221,862 238,135 252,969 267,971 289,327 271,586
大卒・企画職 男230,063 293,222 350,090 379,946 405,642

女228,100 274,228 325,796 347,733 307,925

※男女格差

25才 30才 35才 40才 45才
企画職・高卒 212,284 252,315 290,668 329,878 353,753
企画職・大卒 229,596 291,169 346,746 375,891 398,578

※学歴格差


